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1  は  じ め  に

ウルイはギボウシ属の多年草で,中山間地域の特産山菜

として期待されている。山形県で栽培されているウルイは

ォハッキギボウンに属するもので,種子増殖が困難であり,

株分けによる増殖率は4～ 5倍程度と低い
の。そこで,組

織培養を利用した増殖技術の開発について検討した。

2試 験 方 法

供試材料にはオハツキギボウン (″οsια
“
πα
“
′αια Ba

iley)に属する藤島系統を用いた。不定芽を誘導する外植

体は,展開葉が 5～ 6枚の個体より採取した腋芽の生長点

(5～ 6個/株)及び苦長 3血,5面 ,81111の 花糸,花柱 ,

子房を用いた。初代培地は,Ma■ tinl)の修正 MS培地を

基本培地とし,ホルモン組成と不定芽誘導率との関係を検

討した。外植体より誘導した不定芽は,修正 MS培地を用
いて 1ケ月ごと継代培養を行い,ホ ルモン組成と不定芽増

殖率との関係を検討した。初代培養及び継代培養の培養条

件は25℃ ,16時間日長とした。

不定芽の発根馴化法は,発根培養を用いる方法と直接発

根法を検討し,発根,馴化率及び越冬芽形成率を調査した。

発根培地は3%シ ョ糖,08%寒天を添加 した MS培地を

基本培地とし,NAA濃度が発根,馴イヒ率及び越冬芽形成
率に及ぼす影響について検討した。馴化の条件は,25℃ ,

16時間明条件,20℃ ,8時間暗黒条件とした。馴化培土は

パーミキュライト:園芸培土-1:1を 用いた。馴Иヒした

植物体は9月上旬に定植した。

3 試験結果及び考察

(D 不定芽を誘導する外植体と初代培地のホルモン条件

花糸,花柱,子房からの不定芽誘導を試みたところ,薔

長が 5～ 8価の子房を材料とした場合にのみ不定芽の誘導

がみられ,花糸,花柱では不定芽の誘導は認められなかっ

た (表 1)。 ギボウシ属のオオバギボウシ ∈わsια sたらο′―

αあれα)やマツレノ`タマノカンザン (″οsια ριαλιαgれθα)

で不定芽を誘導する外植体に花器を用いた報告がある・
2ゝ

しかし,本試験のオハツキギボウシでは,子房からの不定

芽誘導が認められたが,誘導効率が低く不定芽の伸長が緩

慢であったことから,花器は不定芽を誘導する材料として

は不適であると思われた。

一方,BA01～ 25鴫/2,NAA0 02～05嘔/″ を添加

した初代培地を用い,腋芽の生長点から不定芽の誘導を試

みたところ,ホルモン組成に有意な差はみられなかったが,

BA05～ 25嘔/′ ,NAA0 02～ 01鴫/′ を添加した初

代培地を用いることで,約 1ケ月後 5～ 6割の腋芽から不

定芽が誘導された (表 2)。 この不定芽誘導率は,花器か

らの不定芽誘導率に比べ高いことから,外植体としては腋

芽の生長点が適していた。以下の不定芽の増殖及び発根馴

化試験には,腋芽の生長点から誘導した不定芽を供試した。

表1 花器からの不定芽誘導率
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注  *:(不定芽誘導個体数/置床個体数)× 100(%)
**:曹の長さ

表2 腋芽の生長点からの不定芽誘導率
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0 増殖培地のホルモン条件
BA0 1～ 25嘔/′ ,NAA O～ 05嘔/′ を添加 した増

殖培地を用い,継代培養による不定芽の増殖について検討

したところ,ホルモン組成に有意な差はなかつたが,BA
05～25鴫/′ ,NAA O～ 002嘔/で を添加 した増殖培

地を用いることで,約 3～ 6倍/月 の不定芽増殖率が得 ら

れた (表 3)。 この不定芽増殖率は,従来の株分けにる増
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殖に比べ効率的な増殖であった。NAA05嘔 /′ を添加し
た増殖培地を用いて得られた不定芽は,BA濃度に関係な
く不定芽の生育が不良であったため,発根馴化試験には供

試しなかった。

表3 増殖培地のホルモン組成と不定芽増殖率

察したが,定植時期と越冬芽形成との関係については,今

後検討を要する。

表4 増殖培地のホルモン組成及び発根培地の NAA
濃度と越冬芽形成率
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注  *:1ケ 月後の不定芽数/置床時の不定芽数
**:0 1mg/″ BA+0 02mg/″ NAA初代培地由
来の不定芽を材料とした。

0)発根馴化法
発根培養を用いた発根〕1化について検討するため,BA
01～25略/′ ,NAA0 02～ 0 1og/′ を添加した増殖培

地で得られた不定芽を,NAAO～ 1 0mg/′ を添加した発
根培地に置床したところ,供試したすべての区で100%の

発根馴化率が得られた (表 4)。 越冬芽形成について観察

したところ,ほ とんどの区が100%の形成率を示 したが ,

増殖培地の NAA0 1mg/′ 添加区及び発根培地のNAA10
og/′ 添加区で,越冬芽形成率が低くなる傾向がみられた。

オーキシン濃度が高いこれらの区の個体は,馴化までの生

育が地上部,地下部とも他区に比べ抑制され,こ のことが

定植後の生育に影響を及ぼしたものと思われた。

一方,直接発根法による発根馴化について検討するため,

BA01～ 25嘔/′ ,NAA0 02～ 01嘔/′ を添加 した増

殖培地で得られた不定芽を直接馴化培土に置床したところ,

供試したすべての不定芽が発根,馴化し,すべての馴化個

体で越冬芽の形成が認められた。以上より,不定芽の発根

馴化には省力的な直接発根法が有効と思われた。

NAAフ リーの増殖培地を用いて得られた不定芽は,発
根培養及び直接発根法による発根馴化が良好であることを

確認したが,越冬芽の形成は未確認である。これらの馴化

個体は地上部,地下部の生育が他区と同様良好であったこ

とから,越冬芽形成は可能であると思われた。

本試験では9月 上旬に定植した場合の越冬芽の形成を観

注 発根率及び馴化率は全区で100%で あった。
*:(越冬芽形成数/定植個体数)× llXl(%)

4 ま と め

組織培養によるウルイの増殖技術を開発するため,不定

芽誘導に適した外植体の部位,初代培地,増殖培地のホル

モン条件,発根馴化法について検討した。その結果,修正

MS培地に BA0 5～ 2 5mg/′ ,NAA0 02～ 0 1mg/′ を
添加した初代培地に腋芽の生長点を置床することで,5～
6割の腋芽から不定芽が誘導できた。修正 MS培地にBA
05～2 5mg/′ ,NAAO～ 0 02mg/′ を添加した増殖培
地で継代培養を行った場合,約 3～ 6倍/月の不定芽増殖

率が得られた。発根馴化には,直接発恨法が適しており,

91化個体を9月上旬に定植したところ,すべての個体で越

冬芽の形成が認められた。
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